
市民と市長の対話集会「スマイルトーク」議事録要旨

質問タイトル 参加者質問要旨 市長回答要旨 開催地区NO 開催中学校区質問NO

1 耕作放棄地の管理について 3 広瀬中

2 シェアサイクルのエリア拡大について 3 広瀬中

3 地区防災計画について 3 広瀬中

4 農業残渣の処分について 3 広瀬中

5 新庁舎建設について 3 広瀬中

6 動物園について 3 広瀬中

7 猫の繁殖問題について 3 広瀬中

8 乗り合いタクシーについて 3 広瀬中

9 屋内で遊べる公共施設の拡充について 3 広瀬中

10 高齢者虐待通報について 3 広瀬中

11 部活動の地域移行について 3 広瀬中

12 久峰運動公園の有効活用について 3 広瀬中

13 学童保育の待機児童問題について 3 広瀬中

14 小学生の荷物の重さ軽減について 3 広瀬中

15 小学校の避難経路について 3 広瀬中

16 民生委員のなり手不足について 3 広瀬中

17 スマイルトークの周知方法について 3 広瀬中

耕作放棄地に雑草が生い茂り、タバコのポイ捨て等によ
る火災が心配。放置は人災につながるため、対策を考え
てほしい。

耕作放棄地の問題や火災リスクは重要な課題と認識して
いる。民有地への行政の介入は難しい問題だが、対応方
法がないか農政部と一緒に考えていきたい。

シェアサイクルのエリアを佐土原町にも拡大してほし
い。佐土原駅から久峰公園、市民の森公園、動物園など
へ健康的に移動できないか。

シェアサイクルのポート拡大は事業者が主体で進めてい
るが、エリア拡大の要望として、佐土原駅への設置要望
があったことを担当課を通じて伝える。

地区が津波浸水想定区域のため、危機管理課を中心に地
区防災計画策定のモデル地区にして進めてほしい。南海
トラフ地震に備えて、早く避難訓練に役立てたい。

津波避難タワーの再検証をしている。ただ整備が必要な
いエリアでも、津波浸水想定エリア内の全自治会で避難
訓練を実施できるよう市も積極的に関わり、連携してい
きたいと考えている。

農業で使用したポリエステル製廃棄物を処分したいが、
焼却施設等で引き取ってもらえず、自分の山に置くと不
法投棄扱いにもなるので困っている。焼却施設で受け入
れてもらえないか。

ごみ処理のルールは細かく決まっているため、農業生産
者の悩みとして、担当課に処理方法について確認した
い。

建築費が高騰している中、津波被害のない平地に安いコ
ストで新庁舎を建設すべき。現在地での建て替え計画を
一旦白紙に戻して考え直していただきたい。

ハザードマップ等で災害リスクを確認し、現在地での建
て替えを決定した。築70年を迎え分散している行政庁舎
を集約し、効率化や人件費削減を図るためには今進める
必要がある。

フェニックス自然動物園の入り口から園に至るまでの坂
道が、高齢者には厳しいため改善してほしい。

動物園の株主総会でも同様の意見を伝えた。動物園側も
課題を認識しており、エントランスを北側に移設して坂
の距離を短くするなどリニューアル計画を議論してい
る。

石崎の杜歓鯨館周辺や住宅地で猫の多頭飼育や餌付けが
されており、糞や匂い等で困っている。動物愛護セン
ター等で対応できないか。

動物愛護センターでは、猫に避妊去勢手術をして地域に
戻すなどの対応も行っている。飼育者への協力要請も含
め、まずはセンターに相談してほしい。

佐土原の乗り合いタクシーは前日予約が必要で使い勝手
が悪い。社会福祉協議会のバスとタイアップした巡回バ
スなど、高齢者が活用しやすいよう利便性向上を検討し
てほしい。

公共交通手段の確保を議論しているが、運転手不足など
課題も多い。新しい手段はすぐには難しいので、現行の
乗り合いタクシーの利便性向上について確認していく。

無料で遊べる室内の公共施設や、子供向けプール施設を
増やしてほしい。また、中央公園の遊具の老朽化への対
応をお願いしたい。

公共施設の床面積を減らす必要がある中、既存の交流セ
ンターや図書館、アートセンターなどの活用・リニュー
アルにより、子供が過ごしやすい空間づくりを検討して
いる。

ケアマネージャーとして高齢者虐待を疑い通報したが、
高齢者の尊厳に関わる虐待という緊急性のある事案に
は、できるだけ早く対応する必要がある。

通報が寄せられた際の対応フローや虐待の判断等につい
て再度確認し、迅速に対応できるよう担当課へ指示した
い。

MIYA活認定クラブの手続きが煩雑で市民への周知不足を
感じる。地域の協力がどれほど必要なのか、また事故時
の責任の所在など現状を教えてほしい。

認定クラブの申請は一定数上がってきている。MIY活の
制度内容や責任の所在などの詳細は、教育委員会に確認
して直接説明を受けてほしい。

久峰運動公園の未利用スペース等を活用し、多目的広場
やサッカー場として整備し、スポーツキャンプ等を誘致
して町おこしにつなげられないか。

久峰運動公園の有効活用については問題意識を持ってい
る。様々な選択肢を含めて、公園の魅力アップにつなが
るような活用方法を検討する。

学童保育に空きがなく、長期休暇中に留守番をさせなけ
ればならない。また、高学年になると低学年の児童と遊
ぶのが合わず学童を退所するため、高学年向けの集まる
居場所を作ってほしい。

学童の定員拡大や夏休みだけの受け入れなど、全市的に
拡大できるよう取り組んでいる。また、遊ぶだけでなく
学習支援を含めた環境づくりも検討している。

タブレット配布等でランドセルが非常に重く、雨の日の
登校を嫌がる子どももいる。持ち帰りのルール見直し
や、全体的な荷物軽減の工夫をしていただきたい。

不要なタブレットなどを学校に置いて帰れないか教育委
員会に伝えているが、学校ごとで運用が異なっている。
運用ルールを確認し、どのような方法があるか教育委員
会と話したい。

津波避難等の際、広瀬小から隣接する高台の広瀬中への
避難経路として、直接移動できる階段を設置できない
か。

直接現場の小中学校を教育委員会・担当課と確認し、一
定の方向性を見出しているが、引き続き地域と話しなが
ら考えていきたい。

民生委員のなり手不足が深刻である。市役所を定年退職
したOB等に活動を手伝ってもらうよう、市から協力の
案内をしていただきたい。

民生委員を務めている市役所OBも多いが、定年退職時
に協力案内などができないか担当課に確認する。

スマイルトークの周知がLINEのみで、開催場所の交流セ
ンターには情報がなかった。開催場所も巻き込んで広報
すると効果的ではないか。

広報のあり方もさらに工夫して、参加したくなるような
仕掛けを検討したい。交流センターを含めて周知体制を
強化していく。


